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まちあるきイベントの様子。まちあるきの最中に

気づいた課題や魅力を投稿した。 

まちあるき後、各班がどのような課題や魅力を見

つけたか発表した。 

  

  

課題仕分けイベントで実証実験期間中のアクセ

ス推移を報告している様子。 

投稿された課題について、市民で解決できるもの

はないか、グループで検討中。 

 

事 業 名 ながくてフォトレポの実証実験【新規】 

期 間 
平成２８年１１月２３日（祝・水）から 

平成２９年１月２１日（土）まで 

連 携 大 学 名古屋大学 （参加人数）システム登録者５１人 

大 学 窓 口 名古屋大学大学院国際開発研究科 助教 浦田真由 

担 当 課 情報課 

事 業 内 容 

スマートフォンのカメラ機能を使い、市内の課題（道路の陥没やごみの

散乱、遊具の破損など）や魅力（他人にお勧めしたい情報など）の写真

を位置情報付きで投稿でき、かつインターネット上で誰もがその情報を

見ることができるシステムを構築。実証実験の初日には「まちあるきイ

ベント」を実施し、期間最終日には参加者同士で期間中に投稿された課

題の解決方法を検討する「課題仕分けイベント」を開催した。 


